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【過去問 1】 

次の実験について，問いに答えなさい。 

（北海道 2008 年度） 

図１のような装置を２台つくり，これらの装置を用いて，次の

実験を行った。 

実験１ 図２のように１台の装置に塩化銅水溶液を入れて電源

装置につなぎ，電流を流したところ，電極ａ側からは気体

が発生し，電極ｂ側には①赤茶色（赤色）の物質が付着し

た。次に，発生した気体のにおいを調べるために，電極ａ

側の上のゴム栓をはずし②じゅうぶん注意しながら気体

のにおいをかいだところ，プールの消毒薬のような特有の

刺激臭がした。 

 

実験２ 図３のようにもう１台の装置にうすい水酸化ナトリウ

ム水溶液を入れて電源装置につなぎ，電流を流したとこ

ろ，電極ａ側，電極ｂ側のどちらからも気体が発生した。

次に，この装置から電源装置をはずし，図４のように光電

池用モーターをつないだところ③モーターは回転し，この

装置が電池としてはたらいたことがわかった。  

  

問１ 実験１について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 次の文の｛  ｝⒜，⒝に当てはまるものを，ア，イからそれぞれ選びなさい。 

下線部①は，物質の性質に着目すると⒜｛ア 有機物  イ 無機物｝に分類され，物質のつくり（成り

立ち）に着目すると⒝｛ア 単体  イ 化合物｝に分類される。 

⑵ 下線部②では，気体を深く吸いこまないように注意しなければならない。安全ににおいをかぐ方法を書

きなさい。また，電極ａ側から発生した気体の物質名を書きなさい。 

問２ 下線部③のとき，この装置では，どのような化学変化が起こり，何という物質ができたか，「化合」とい

う語句を使って書きなさい。また，この装置で起こった化学変化を利用する電池は，何とよばれる電池

か，書きなさい。 
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問１ 

⑴ ⒜  ⒝  

⑵ 
方 法  

物質名  

問２ 
化学変化  

電 池   電池 

 

問１ 

⑴ ⒜ イ ⒝ ア 

⑵ 
方 法 手であおぐようにしてかぐ。 

物質名 塩素 

問２ 
化学変化 水素と酸素が化合して水ができた。 

電 池 燃料 電池 

 

問１ ⑴ 塩化銅水溶液を電気分解すると，－極側に銅が付着し，＋極側に塩素が発生する。銅は炭素をふくまない

ので無機物である。また，銅は，銅原子１種類だけでできているので単体である。 

 ⑵ 塩素は毒性があるので，深く吸いこまないように注意する。 

問２ 燃料電池の化学反応は，水の電気分解と逆の化学反応である。 
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【過去問 2】 

次の問１～問５に答えなさい。 

（青森県 2008 年度） 

問１ 
とつ

凸レンズの焦点距離について，次のア，イに答えなさい。 

ア 図の装置で，スクリーンにろうそくの像をうつす実験を行っ

た。凸レンズとスクリーンの距離が 24 ㎝のとき，スクリーンに

は同じ大きさの像が逆さまにうつった。この凸レンズの焦点距離

は何㎝か，求めなさい。 

イ 凸レンズで虫を拡大して観察するとき，像が逆さまにならな

いようにするには，凸レンズと虫との距離をどのようにすれば

よいか。焦点距離という語を使って書きなさい。 

 

問２ 図のように，抵抗 10Ωの電熱線，豆電球，電源装

置，スイッチをつないだ。さらに電流計をつなぎ，回

路に流れる電流の大きさ（強さ）を測定し，豆電球の

抵抗の大きさ（値）を求めることにした。次のア，イ

に答えなさい。 

ア ａ～ｅの中の必要な点を直線で結び，回路を完成さ

せなさい。 

イ スイッチを入れ，電源装置の電圧を３Ｖにしたとこ

ろ，電流計は 200mAを示した。この豆電球の抵抗は何

Ωか，求めなさい。 

 

問３ 燃料電池では，電気エネルギーを水素と酸素の化学変化によって取り出している。この変化を化学反応

式で書きなさい。 

問４ 次の文の   に入る適切な化合物の名称を書きなさい。 

製鉄所では
てっ

鉄
こう

鉱
せき

石（磁鉄鉱など）にコークス（炭素）を加えて加熱し，鉄鉱石に含まれる   を還元す

ることによって鉄を得ている。 

問５ 図のような装置で，エタノール３cm3と水８cm3の混合

物を弱火で加熱した。ガラス管から出てきた気体を冷や

して液体にし，試験管Ａ，Ｂ，Ｃの順に２cm3ずつ集めた。

これらの液体をそれぞれろ紙にしみ込ませて蒸発皿に取

り，マッチの火を近づけた。試験管Ａ，Ｂの液体は燃え，

Ｃの液体は燃えなかった。次のア，イに答えなさい。 
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ア 試験管Ａ～Ｃの液体について述べた文として最も適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ Ａ，Ｂの液体はエタノールで，Ｃの液体は水である。 

２ Ａ，Ｂの液体はエタノールと水の混合物で，Ｃの液体は水である。 

３ Ａ～Ｃの液体はどれもエタノールと水の混合物で，含まれるエタノールの割合はＣが最も小さい。 

４ Ａ～Ｃの液体はどれもエタノールと水の混合物で，含まれるエタノールの割合は等しい。 

イ この実験でガスバーナーの火を消すときには，試験管の中の液体にガラス管の先が入っていないことを

確かめなければならない。その理由を書きなさい。 

 

問１ 

ア   cm 

イ  

問２ 
ア 

 

イ   Ω 

問３   

問４   

問５ 

ア  

イ  

 

問１ 

ア 12cm 

イ 凸レンズと虫との距離を焦点距離よりも短くする。 

問２ 
ア 

 

イ ５Ω 

問３ 2Ｈ2 ＋ Ｏ2 → 2Ｈ2Ｏ 

問４ 酸化鉄 

問５ 

ア ３ 

イ 液体の逆流を防ぐため。 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

5 

 

問１ ア ろうそくと同じ大きさの像がうつるのは，ろうそくを凸レンズの焦点距離の２倍の位置に置いたときで

ある。このとき，凸レンズとスクリーンの距離も焦点距離の２倍になるので，焦点距離は，24[cm]÷2＝

12[cm]である。 

イ 正立の像である虚像が見られるのは，物体を凸レンズの焦点距離よりも近い位置に置いたときである。 

問２ イ 「電圧[Ｖ]＝電流[Ａ]×抵抗[Ω]」なので，電熱線にかかる電圧は，0.2[Ａ]×10［Ω］＝2［Ｖ］である。

豆電球と電熱線は直列につながっているので，豆電球にかかる電圧は，3[Ｖ]－2［Ｖ］＝1［Ｖ］である。「抵抗

[Ω]＝電圧[Ｖ]÷電流[Ａ]」なので，豆電球の抵抗は，1[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝5[Ω］である。 

問５ イ 加熱していた試験管の温度が下がると，試験管内の圧力が小さくなるので液体が逆流する。 
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【過去問 3】 

次の問１～問８の問いに答えなさい。 

（岩手県 2008 年度） 

問１ 次のア～エのうち，音について正しく述ベているものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

ア 音は真空中を伝わる。 

イ 音は液体の中を伝わる。 

ウ 音は気体の中を伝わらない。 

エ 音は固体の中を伝わらない。 

問２ 図Ⅰの回路の電熱線に加わる電圧を測定しようとしています。加わる電圧の大きさが予想できないとき

には，まず最初にクリップＡ，Ｂを，図Ⅱの電圧計の端子にそれぞれどのようにつなぎますか。下のア～

エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

問３ 次のア～エの水溶液は，それぞれ酸性かアルカリ性のどちらかを示します。これらを酸性かアルカリ性

に分けたとき，他の三つと異なるものはどれですか。ア～エのうちから一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

ア せっけん水 イ レモン水 ウ 炭酸水 エ 食酢 
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問４ 右の図のように，木炭（
びん

備
ちょう

長
たん

炭）に，こい食塩水でしめ

らせたろ紙を巻き，その上からアルミニウムはくを巻いて，

電子オルゴールをつなぐと鳴り始めました。その後，数時間

鳴り続け，実験後には，アルミニウムはくは，ぼろぼろにな

っていました。次のア～エのうち，この実験について正しく

述ベているものはどれですか。一つ選び，その記号を書きな

さい。  

ア 木炭に電流を流して，化学変化を起こさせる実験である。 

イ 木炭の化学変化を利用して，電気エネルギーをとり出す実験である。 

ウ アルミニウムはくに電流を流して，化学変化を起こさせる実験である。 

エ アルミニウムはくの化学変化を利用して，電気エネルギーをとり出す実験である。 

問５ 右の図は，ヒトの血液の循環の一部を表した模式図で，

矢印は，血液の流れる向きを示しています。図中のア～エの

うち，静脈血が流れている動脈はどれですか。一つ選び，そ

の記号を書きなさい。 

問６ 次の文は，ジャガイモの生殖方法について述べたもので

す。下のア～エのうち，文中の（ ａ ），（ ｂ ）に入る

ことばの組み合わせとして正しいものはどれですか。一つ

選び，その記号を書きなさい。 

 

ジャガイモは，種子から発芽してふえることもできるが，いもから芽を出してふえることもできる。

いもから芽を出してふえる方法を（ ａ ）生殖といい，子は親と（ ｂ ）形質になる。 

 ア イ ウ エ 

ａ 有性 有性 無性 無性 

ｂ 同じ 違う 同じ 違う 

問７ 地表の空気が上昇するとき，上昇する空気の温度と飽和水蒸気量はどのように変化しますか。その変化

について正しく述ベているものを，次のア～エのうちから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 空気が上昇するほど温度は低くなり，飽和水蒸気量は小さくなる。 

イ 空気が上昇するほど温度は低くなり，飽和水蒸気量は大きくなる。 

ウ 空気が上昇するほど温度は高くなり，飽和水蒸気量は小さくなる。 

エ 空気が上昇するほど温度は高くなり，飽和水蒸気量は大きくなる。 
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問８ 右の図は，日本のある場所で，北の空と南の空に

それぞれカメラを向けて固定し，一定時間シャッタ

ーを開放して星の動きを撮影した写真です。北の空

の星と南の空の星は，それぞれ図中のＡ，Ｂおよび

Ｃ，Ｄで示した矢印の方向のどちらに動きました

か。次のア～エのうち，星の動いた方向の組み合わ

せとして正しいものを一つ選び，その記号を書きな

さい。 

 

 

 ア イ ウ エ 

北の空 Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

南の空 Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ イ 

問２ ウ 

問３ ア 

問４ エ 

問５ エ 

問６ ウ 

問７ ア 

問８ イ 

 

問２ 電圧計の＋端子は，電源装置の＋極側につなぐ。電圧計の－端子は電圧の大きさが予測できないときは，最

も大きな電圧を測定できる 300Ｖの端子を選ぶ。 

問４ アルミニウムはくがぼろぼろになったことから，アルミニウムはくが変化したことがわかる。 

問５ 静脈血は二酸化炭素を多く含む血液で，静脈血が流れる血管はウとエである。動脈は心臓から出て行く血液

が流れる血管で，エとイである。 

問８ 地球の自転のため，星は北の空では北極星を中心に反時計回りに動き，南の空では東から西へ動く。 
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【過去問 4】 

次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（福島県 2008 年度） 

問１ 下の図のように，焦点距離が 10cmの凸レンズとスクリーンを，その間の距離が 20cmになるように光学

台に固定した。ろうそくをスクリーンの反対側から凸レンズに近づけていくとき，スクリーンにろうそく

の像がはっきりとうつるのは，ろうそくと凸レンズの間の距離が何 cmのときか。次のア～オの中から１つ

選びなさい。 

ア 40cm イ 30cm ウ 20cm エ 10cm オ ５cm 

 

問２ 次のア～オの中で，まわりの温度の変化にともなって体温も変化する動物で，殻のある卵をうむものは

どれか。１つ選びなさい。 

ア イヌ イ イワシ ウ カエル エ トカゲ オ ハト 

問３ 次の文の中の①，②にあてはまるものは何か。①はア～ウの中から，②はア，イからそれぞれ１つずつ

選びなさい。 

水酸化ナトリウム水溶液を塩酸で①｛ア 酸化，イ 還元，ウ 中和｝すると，水溶液の温度が上が

るのは，この化学変化で熱エネルギーが②｛ア 放出される，イ 吸収される｝ためである。 

問４ 次の文の中の①，②にあてはまるものは何か。それぞれアかイのどちらかを選びなさい。 

気温が上がると飽和水蒸気量は①｛ア 大きく，イ 小さく｝なる。したがって，空気中の水蒸気量

が変化しなければ，気温が上がると湿度は②｛ア 上がる，イ 下がる｝。 

 

問１  

問２  

問３ 
①   

②   

問４ 
①   

②   
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問１ ウ 

問２ エ 

問３ 
① ウ 

② ア 

問４ 
① ア 

② イ 

 

問１ 凸レンズとスクリーンの間の距離は，焦点距離の２倍である。このとき，ろうそくも焦点距離の２倍の位置

に置くと像がはっきりうつる。また，このとき，ろうそくの大きさと像の大きさは等しい。 
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【過去問 5】 

次の問１～問６の問いに答えなさい。 

（茨城県 2008 年度） 

問１ 図１のように，
てい

抵
こう

抗の大きさのことなる豆電球Ａ，Ｂを直列に

つないだとき，豆電球Ａに流れこむ電流Ｉ1，豆電球Ａから出て豆

電球Ｂに流れこむ電流Ｉ2，豆電球Ｂから流れ出る電流Ｉ3 を調べ

た。さらに豆電球Ａ，Ｂにかかる電圧について調べた。図２は，豆

電球Ａにかかる電圧をはかったときの電圧計を示している。次の

①，②の問いに答えなさい。 

① 電流Ｉ1，Ｉ2，Ｉ3の大きさはどのような関係になるか。正し

いものを次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさ

い。 

ア Ｉ1＞Ｉ2＞Ｉ3 イ Ｉ1＜Ｉ2＜Ｉ3 

ウ Ｉ1＝Ｉ2＝Ｉ3 エ Ｉ1＋Ｉ2＝Ｉ3 

 

 

② 図２において，電圧計の示す電圧の大きさは何Ｖか。正しいものを次のア～エの中から一つ選んで，そ

の記号を書きなさい。 

ア 0.75Ｖ イ 1.50Ｖ ウ 7.50Ｖ エ 150Ｖ 

問２ 化学変化による温度変化について，次の文中の あ ， い にあてはまる物質名を書きなさい。 

化学かいろ（
けい

携
たい

帯用かいろ）は，外袋から取り出してよくもむとしだいに温度が上がってくる。これは，

かいろに含まれる あ が，空気中の酸素と反応することで熱が出るからである。一方，塩化アンモニウム

に水酸化バリウムを混ぜると い という気体を発生しながら，温度が下がっていく。これは，化学変化に

よって熱が吸収されるからである。 

問３ 図は，日本付近を通過する低気圧にともなう前線のようすを表

したものである。次の①，②の問いに答えなさい。 

① 図の前線Ｘの名称を書きなさい。 

② 地表面が，寒気におおわれているのは，図のＡ～Ｃのどの地

点か。あてはまるものをすべて選んで，その記号を書きなさい。 
 

問４ 
ひ

被
し

子植物には
そう

双
し

子
よう

葉類と
たん

単
し

子
よう

葉類の二つのグループがある。このうち単子葉類について，次の①，②の

問いに答えなさい。 
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① 図１は，根，茎の横断面，葉，

子葉について示したものであ

る。単子葉類の特徴でないもの

をア～エの中から一つ選び，解

答用紙の（ ）に○印をつけて，

単子葉類の特徴を示す図にかき

なおしなさい。 
 

② 図２は，単子葉類に属するイネの花の写真

であり，Ｘはおしべである。図３はイネの花の
も

模
しき

式
ず

図である。私たちが食べる米はイネの
はい

胚
しゅ

珠の部分が発達したものであるが，胚珠を示

す部分を図３のＡ～Ｄの中から一つ選んでそ

の記号を書きなさい。 

 

問５ 発電について，次の文中の あ ， い にあてはまる語を書きなさい。 

発電機は，タービンや水車の運動エネルギーを あ エネルギーに変えるはたらきをしている。また，火

力発電において，燃料として用いられる石油，天然ガス，石炭などは，大昔に生きていた動植物が，地層の

中で長い年月を経て変化してできたもので， い とよばれている。 

問６ 図は，カエルの
せい

生
しょく

殖のしくみを，親の
さい

細
ぼう

胞の
かく

核の
せん

染
しょく

色
たい

体をそれぞれ

２本として
も

模
しき

式
てき

的に示したものである。Ａ～Ｃには卵，精子，
じゅ

受
せい

精
らん

卵の核

の染色体の模式図が入る。次の①，②の問いに答えなさい。 

① 受精卵の核の染色体はどのようになるか。親の染色体をもとに，Ｃに

入る染色体の模式図をかきなさい。 

② 染色体の中には，生物がもつさまざまな
けい

形
しつ

質を親から子へ伝えるはた

らきをもつものが存在する。その名前を漢字３文字で書きなさい。 
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問１ 
①  

②  

問２ 
あ  

い  

問３ 
①   前線 

②  

問４ 
① 

 

②   

問５ 
あ    (エネルギー) 

い   

問６ 
① 

 

②   
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問１ 
① ウ 

② イ 

問２ 
あ 鉄 

い アンモニア 

問３ 
① 寒冷 前線 

② Ａ，Ｃ 

問４ 
① 

 

② Ｃ 

問５ 
あ 電気 エネルギー 

い 化石燃料 

問６ 
① 

 

② 遺伝子 

 

問１ ① 図１の豆電球は直列につながれている。直列回路では，各部分を流れる電流の大きさは等しい。 

 ② －側は３Ｖの端子につながれているので，針が最も右側にふれたとき電圧は３Ｖである。 

問３ 低気圧の中心から南西にのびるのは寒冷前線である。寒冷前線は，前線の西側から寒気が暖気の下にもぐり

込むようにしてできる。寒冷前線の西側の地表面は，寒気におおわれている。低気圧の中心から南東にのびるの

は温暖前線である。温暖前線は，前線の西側から暖気が寒気の上にはい上がるようにしてできる。温暖前線の東

側の地表面は寒気におおわれている。 

問４ ① 単子葉類の葉の葉脈は平行である。 

問６ ① 卵や精子などの生殖細胞は，染色体の数が半分になる減数分裂によってできる。卵と精子の染色体の数は

親の半分で，受精により，染色体の数は親と同じになる。 

 ② 有性生殖では，両方の親から遺伝子を半分ずつ受け継ぐので，両方の親の形質が伝わる。 
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【過去問 6】 

次の実験⑴，⑵を順に行った。 

⑴ 図１のような装置を用いて，水を電気分解したところ，Ｈ

字管の電極Ａ側と電極Ｂ側にそれぞれ気体が集まった。この

とき，電極Ａ側の気体は電極Ｂ側の気体よりも量が多かっ

た。なお，電流を流しやすくするために，水に水酸化ナトリ

ウムを加えた。 

⑵ 図１の電源装置をはずし，電極Ａと電極Ｂに図２のような

電子オルゴールを接続すると，メロディーが流れた。 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４の問いに答えなさい。 

（栃木県 2008 年度） 

問１ 実験⑴で，電極Ａ側に集まった気体は何

か。物質名を書きなさい。 

問２ 実験⑴で起こった化学変化をモデルで表す

図３を完成させなさい。ただし，水を構成する

２種類の原子を○と●で表すものとする。  

問３ 実験⑴では，水に水酸化ナトリウムを加えたが，水酸化ナトリウムのかわりに塩化銅を水に加えても，

電流を流しやすくすることができる。しかし，この場合は水が電気分解されず，電極Ａの表面には赤かっ

色の物質が付着する。この赤かっ色の物質の化学式を書きなさい。 

問４ 実験⑵のように，水の電気分解と逆の化学変化を利用して電気エネルギーを取り出す装置は，自動車の

動力源などとしての実用化が進められている。このような装置を何というか。 

 

問１  

問２ 

 

問３  

問４  
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問１ 水素 

問２ 

 

問３ Ｃｕ 

問４ 燃料電池 

 

問１ 電極Ａは電源装置の－極側につないでいる。－極側に発生する気体は水素である。 

問２ １個の水の分子は，２個の水素原子と１個の酸素原子からできている。よって○は水素原子，●は酸素原子

である。水素分子と酸素分子は，それぞれ水素原子２個，酸素原子２個からできている。 
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【過去問 7】 

水溶液の性質について調べるために，次の実験を行った。後の問１～問５の問いに答えなさい。 

（群馬県 2008 年度） 

[実験１]⒜ 図１のように，試験管にうすい塩酸をと

り，マグネシウムリボンを入れたところ，気

体が発生した。 

 ⒝ 次に，この試験管に，うすい水酸化ナトリ

ウム水溶液を少しずつ加えたところ，気体の

発生はだんだん弱まり，やがて発生が止まっ

た。 

 

[実験２]⒜ 図Ⅱのように，別の試験管にうすい塩酸を

とり，ＢＴＢ溶液を加えた。この試験管に，

うすい水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ

加えてよく混ぜた。この操作を，溶液が青色

に変わるまで繰り返した。その後，うすい塩

酸を１滴ずつ加えて混ぜ，溶液が緑色になる

まで，この操作を繰り返した。 

 ⒝ 次に，この試験管内の溶液をスライドガラ

スに少量とり，ゆっくり乾燥させたものをル

ーぺで観察すると，白い結晶が観察された。 

 

問１ 実験１の⒜で，発生した気体の性質として適切なものを，次のア～エから１つ選びなさい。 

ア 水にとけやすく，空気より密度が大きい。 イ 水にとけやすく，空気より密度が小さい。  

ウ 水にとけにくく，空気より密度が大きい。 エ 水にとけにくく，空気より密度が小さい。 

問２ 次の文は，実験１の⒝の結果を考察したものである。文中の①の｛ ｝内のア，イから正しいものを選

びなさい。また， ② に当てはまる語を書きなさい。 

気体の発生が止まったのは，うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液を混ぜ合わせたことによって，

それぞれの性質をたがいに①｛ア 強め合う  イ 打ち消し合う｝反応が起こったためと考えられる。

このような反応を ② という。 

問３ 実験２の⒜で，溶液が青色から緑色に変化したときの溶液の性質の変化として正しいものを，次のア～

エから１つ選びなさい。 

ア 酸性から中性に変化した。 イ 酸性からアルカリ性に変化した。  

ウ アルカリ性から中性に変化した。 エ 中性からアルカリ性に変化した。 
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問４ 実験２の⒝で，観察された結晶は何か，化学式で書きなさい。 

問５ 身のまわりには，酸性やアルカリ性の水溶液がたくさんある。酸性を示すものを，次のア～エから２つ

選びなさい。 

ア 重曹（炭酸水素ナトリウム）の水溶液 イ 酢 ウ 石灰水 エ 炭酸水 

 

問１  

問２ 
①   

②   

問３  

問４  

問５   

 

問１ エ 

問２ 
① イ 

② 中和 

問３ ウ 

問４ ＮａＣｌ 

問５ イ エ 

 

問１ うすい塩酸にマグネシウムを加えると，水素が発生する。 

問３ ＢＴＢ溶液は酸性，中性，アルカリ性の水溶液に加えると，それぞれ黄色，緑色，青色になる。 

問４ うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液が中和すると，水と塩化ナトリウムができる。 
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【過去問 8】 

酸性とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせ，その性質を調べる実験をしました。次の問１～問３に答えなさい。 

（埼玉県 2008 年度） 

実験 

１ うすい塩酸を，ビーカーＡ，Ｂにそれぞれ 10cm3入れた。 

２ ビーカーＡにはマグネシウムの小片を入れ，ビーカーＢには緑色のＢＴＢ溶液を数滴加えた。 

３ 図１のように，ビーカーＡ，Ｂそれぞれに，水酸化ナトリウム水溶液をこまごめピペットで４cm3加えガ

ラス棒でよくかき混ぜる操作を，４回行った。それぞれの操作のあとに，ビーカーＡにおける気体発生の

ようすとビーカーＢの水溶液の色の変化を調べた。 

 

４ ３の結果を表にまとめた。 

表 

 操 作 の 回 数 （操作前） １回目 ２回目 ３回目 ４回目  

 
加えた水酸化ナトリウム水

溶 液 の 体 積 の 合 計 
0 cm3 4 cm3 8 cm3 12 cm3 16 cm3  

 
ビーカーＡにおける気 体

発 生 の よ う す 

さかんに発生

している 

おだやかに発

生している 

わずかに発生

している 

発生してい

ない 

発生してい

ない 
 

 ビーカーＢの水溶液の色 黄色 黄色 黄色 青色 青色  

５ 次に，ビーカーＢにうすい塩酸を少しずつ加え，水溶液の色を緑色にした。 

６ 緑色になった水溶液を，図２のように１滴スライドガラスにとり，ドライヤーで水を蒸発させたところ

白い固体が残った。 
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問１ ビーカーＡで発生した気体の性質の説明として正しいものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号

を書きなさい。 

ア 最も軽い気体で，空気中で燃えると水になる。 

イ 色もにおいもない気体で，物質を燃やすはたらきがある。 

ウ 空気中に体積の割合で約 78％ふくまれる気体で，水に溶けにくい。 

エ 水に溶けると酸性を示す気体で，石灰水を白くにごらせる。 

問２ 実験の３で，ビーカーＢに水酸化ナトリウム水溶液を加えたとき，酸の性質をアルカリの性質で打ち消

す反応が起こったのは，何回目の操作のときですか。あてはまるものをすべて選び，解答欄の操作の回数

を○で囲みなさい。 

問３ 次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 実験の６で，スライドガラスに残った白い固体は何ですか。その物質の名称を書きなさい。 

⑵ 実験の６の白い固体のように，酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせたときに起こる中和に

よってできる物質を何といいますか。その名称を書きなさい。 

 

問１  

問２ １回目 ２回目 ３回目 ４回目 

問３ 
⑴   

⑵   

 

問１ ア 

問２ ○１回目  ○２回目  ○３回目  ４回目 

問３ 
⑴ 塩化ナトリウム 

⑵ 塩 

 

問１ ビーカーＢの水溶液の色から，2回目の操作まで水溶液は酸性であることがわかる。これは塩酸が水溶液中に

あることを示している。塩酸とマグネシウムが反応すると水素が発生する。イは酸素，ウは窒素，エは二酸化

炭素の性質である。 

問２ ２回目で水溶液は酸性で，３回目でアルカリ性になっているので，３回目まで中和反応が起こっている。 

問３ ⑴ 塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜると中和反応が起こり，塩化ナトリウムと水ができる。塩化ナトリ

ウムは水溶液中に溶けているが，水を蒸発させると白い結晶として出てくる。 

 ⑵ 中和反応によってできる水以外の物質を塩という。 
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【過去問 9】 

化学電池について調べるため，次の実験１，２を行った。これに関して，あとの問１～問４の問いに答えな

さい。 

（千葉県 2008 年度） 

実験１ ① 図１のように，発泡ポリスチレンの板に亜鉛板と銅板を差しこんだものと，うすい塩酸を入れた

ビーカーを，電子てんびんにのせて全体の質量をはかった。 

 ② 図２のように，亜鉛板と銅板をビーカーの中のうすい塩酸に入れると，亜鉛板の表面で気体が発

生した。 

 ③ 図３のように，②の亜鉛板と銅板に電子オルゴールをつなぐと音が鳴り始めた。音は，30分経過

しても鳴り続いた。 

 ④ ③の電子オルゴールをはずし，図４のように，亜鉛板と銅板をビーカーの中のうすい塩酸に入れ

たまま，電子てんびんにのせて全体の質量をはかった。 

 

実験２ ① 別のビーカーにうすい塩酸を入れ，緑色のＢＴＢ液を加えたところ黄色になった。 

 ② 図５のように，①のビーカーにピペットで水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えると，ビーカ

ーの中の水溶液は中性になりＢＴＢ液が緑色に変わった。この水溶液を蒸発皿に少量とり，加熱し

て水を蒸発させたところ白い結晶が現れた。 

 ③ 図６のように，発泡ポリスチレンの板に亜鉛板と銅板を差しこんだものを新たにつくり，②の中

性になった水溶液に入れて亜鉛板と銅板に電子オルゴールをつないだ。 

 

問１ 実験１の②で，亜鉛板の表面で発生した気体を試験管に集め，マッチの炎を近づけると爆発して燃え

た。発生した気体の化学式を書きなさい。 
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問２ 実験１の④ではかった質量は，実験１の①ではかった質量と比べるとどうなるか。ア～ウのうちから最

も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。また，選んだ理由を簡潔に書きなさい。 

ア 軽くなる。 イ 変わらない。 ウ 重くなる。 

問３ 実験２の②のように，酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせ，お互いの性質を打ち消し合う

ことを何というか。最も適当なことばを漢字で書きなさい。 

問４ 次の文は，実験２についてまとめたものである。文中の ａ ， ｂ に入ることばの組み合わせはど

れか。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

実験２の②で，水溶液を加熱して水を蒸発させたときに現れた白い結晶は ａ である。また，実験

２の③で，金属板につないだ電子オルゴールは ｂ 。 

ア ａ：水酸化ナトリウム ｂ：鳴る イ ａ：水酸化ナトリウム ｂ：鳴らない 

ウ ａ：塩化ナトリウム ｂ：鳴る エ ａ：塩化ナトリウム ｂ：鳴らない 

 

問１  

問２ 

符号   

理由  

問３  

問４  

 

問１ Ｈ2 

問２ 

符号 ア 

理由 発生した気体が空気中に出て行ったため。 

問３ 中和 

問４ ウ 

 

問１ うすい塩酸に亜鉛を入れると，水素が発生する。 

問４ うすい塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜると中和反応が起こり，水と塩化ナトリウムができる。塩化ナ

トリウム水溶液を用いても電池をつくることができる。 
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【過去問 10】 

化学変化とエネルギーについて，次の各問に答えよ。 

（東京都 2008 年度） 

＜実験１＞ 

図１～図４の装置を用いて気体を発生させた。 

⑴ 図１の装置にうすい水酸化ナトリウム水溶液を満たし水の電

気分解を行ったところ，気体Ａ，気体Ｂが発生した。電源装置を

はずし，水の入った水そうを用いて気体Ｂを試験管に移しゴム
せん

栓

をした。 

 

⑵ 図２の装置を用い，石灰石にうすい塩酸を加え，発生した気体

Ｃを２本の試験管に集めゴム栓をした。 

⑶ 図３の装置を用い，亜鉛粒にうすい塩酸を加え，発生した気体

Ｄを２本の試験管に集めゴム栓をした。 

⑷ 図４の装置を用い，二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加

え，発生した気体Ｅを２本の試験管に集めゴム栓をした。 

 

⑸ ⑴で捕集した気体Ｂの入った試験管，⑶で捕集した気体Ｄの入

った試験管１本について，それぞれゴム栓をはずしマッチの火を

近づけたところ，気体Ｂ，気体Ｄともにポンと音をたてて燃えた。 

⑹ ⑵および⑷で捕集した気体Ｃ，気体Ｅの入った試験管のうちの

１本ずつについて，それぞれゴム栓をはずし火のついた線香を入

れたところ，気体Ｃの入った試験管の中では線香の火が消え，気

体Ｅの入った試験管の中では線香がはげしく燃えた。 
 

⑺ ⑵～⑷で捕集した残り１本ずつの試験管より気体Ｃ～Ｅをそ

れぞれ別々の 注
ちゅう

射
しゃ

筒
とう

に移し，注射筒の口の部分に中性洗剤をう

すめた液をつけてシャボン玉をふくらませ，空気中へ放出したと

きのようすを観察した。気体Ｃのシャボン玉はすみやかに下降

し，気体Ｄのシャボン玉は上昇した。気体Ｅのシャボン玉はただ

ようようにゆっくりと下降した。 

 

＜実験２＞ 

図５のように，うすい塩酸を入れたビーカーに亜鉛板と銅板が

互いに接触しないように入れ，羽根のついたモーターにつないだ

ところ，羽根が回転した。 
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問１ 気体Ａについて述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 気体Ａは非常に軽い気体であり，空気中で火をつけると燃えて水ができる。 

イ 気体Ａは空気中に約 80％ふくまれており，無色でにおいがなく水に溶けにくい。 

ウ 物質が燃焼するときは，熱や光を出しながら激しく気体Ａと結びつく。 

エ 空気中で有機物を燃焼させると，気体Ａと水ができる。 

問２ ＜実験１＞で発生させた気体Ａ，Ｂ，Ｃの密度の違いを述べたものとして適切なのは，次のうちではど

れか。 

ア 発生させた気体を密度の小さいものから順に並べると，気体Ａ，気体Ｂ，気体Ｃになる。 

イ 発生させた気体を密度の小さいものから順に並べると，気体Ｂ，気体Ａ，気体Ｃになる。 

ウ 発生させた気体を密度の小さいものから順に並べると，気体Ｃ，気体Ａ，気体Ｂになる。 

エ 発生させた気体の密度は，気体Ａと気体Ｂが同じであり，気体Ｃが最も大きい。 

問３ ＜実験２＞では，ビーカー内でおこる変化によりエネルギーを発生させている。現在では，環境に配慮

したエネルギーの生産についての研究が進められ，＜実験１＞で発生させた気体Ａ，気体Ｂを用いてエネ

ルギーを得る「燃料電池」を実用化する研究が進められている。燃料電池について述べたものとして適切

なのは，次のうちではどれか。 

ア 燃料電池は，気体Ｃと気体Ｄの化学変化によりエネルギーを発生させるものであり，＜実験１＞の⑴と

逆の化学変化をおこさせて，＜実験２＞と同じすがたのエネルギーを生じさせるものである。 

イ 燃料電池は，気体Ｃと気体Ｄの状態変化によりエネルギーを発生させるものであり，＜実験２＞と異な

るすがたのエネルギーを生じさせるものである。 

ウ 燃料電池は，気体Ｄと気体Ｅの化学変化によりエネルギーを発生させるものであり，＜実験１＞の⑴と

逆の化学変化をおこさせて，＜実験２＞と同じすがたのエネルギーを生じさせるものである。 

エ 燃料電池は，気体Ｄと気体Ｅの状態変化によりエネルギーを発生させるものであり，＜実験２＞と異な

るすがたのエネルギーを生じさせるものである。 

 

問１  

問２  

問３  

 

問１ ウ 

問２ イ 

問３ ウ 

 

問１ 気体Ａは酸素である。アは水素，イは窒素，エは二酸化炭素の性質や特徴である。 

問２ 気体Ｂ，Ｃは，それぞれ水素，二酸化炭素である。水素は最も軽い気体である。酸素は空気より少し重い。二

酸化炭素の重さは，空気の約 1.5倍である。 

問３ 実験２では，化学エネルギーを電気エネルギーとしてとり出している。 

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

25 

【過去問 11】 

塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を加えたときの水溶液の性質の変化について調べるために，次の実験１，２

を行った。この実験に関して，下の問１～問３の問いに答えなさい。 

（新潟県 2008 年度） 

実験１ 濃度の異なる塩酸Ａ液，Ｂ液に，それぞれうすい水酸

化ナトリウム水溶液を中性になるまで加えた。右の図

は，中性になったときの，塩酸Ａ液，Ｂ液の体積と，う

すい水酸化ナトリウム水溶液の体積との関係を表した

ものである。 

実験２ 塩酸Ｂ液 25.0cm3をメスシリンダーではかりとって，

ビーカーに入れた。このビーカーにＢＴＢ溶液を１滴加

え，さらに水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ 10.0cm3

まで加えながら，水溶液の色の変化を観察した。 
 

問１ 実験１について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① 塩酸Ａ液 15.0cm3を中性にするために，この水酸化ナトリウム水溶液は何 cm3必要か，求めなさい。 

② 塩酸Ａ液の濃度は，塩酸Ｂ液の濃度の何倍か，求めなさい。 

問２ 実験２について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① 塩酸Ｂ液 25.0 cm3をメスシリンダーではかりとったとき，目の位置を液面と同じ高さにして見ると，液

面はどのように見えるか。最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

 

② 塩酸Ｂ液を入れたビーカーに，水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えたとき，観察された水溶液の色

の変化として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 黄色から緑色になり，さらに青色に変化した。 

イ 黄色から青色になり，さらに緑色に変化した。 

ウ 青色から緑色になり，さらに黄色に変化した。 

エ 緑色から青色になり，さらに黄色に変化した。 

問３ 塩酸Ａ液 10.0 cm3とこの水酸化ナトリウム水溶液 25.0 cm3を混合したところ，アルカリ性を示した。そ

こで，塩酸Ｂ液をさらに加えて中性にするには，塩酸Ｂ液を何 cm3加えればよいか，求めなさい。 
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問１ 
①   cm3 

②   倍 

問２ 
①   

②   

問３   cm3 

 

問１ 
① 30 cm3 

② ６ 倍 

問２ 
① ウ 

② ア 

問３ 15 cm3 

 

問１ ① 塩酸Ａ液とうすい水酸化ナトリウム水溶液で中性になる割合は１：２だから，15[cm3]：30[cm3]である。 

 ② 15cm3 の塩酸Ａ液，塩酸Ｂ液が中性になるのに必要なうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積は，それぞれ

30cm3と５cm3である。よって濃度は 30÷５＝６[倍]である。 

問３ 10 cm3の塩酸Ａ液が中性になるのに必要なうすい水酸化ナトリウム水溶液は 20 cm3であるから，うすい水酸

化ナトリウム水溶液は 25[cm3]－20[cm3]＝５[cm3]残る。うすい水酸化ナトリウム水溶液５cm3が中性になる塩酸

Ｂ液は 15cm3である。 
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【過去問 12】 

５種類の物質Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅがある。これらの物質を見分けるために，次の実験を行った。あとの問い

に答えよ。ただし，物質Ａ～Ｅは塩化アンモニウム，塩化ナトリウム，砂糖，炭酸水素ナトリウム，炭酸ナトリ

ウムのいずれかである。 

（福井県 2008 年度） 

〔実験１〕 各物質を加熱したところ，物質Ｂは黒く変色した後，燃焼し気体を発生した。物質Ｃから物質Ｅがで

きた。物質Ａ，物質Ｄ，物質Ｅについては変化がなかった。 

〔実験２〕 物質Ｄを①ある白い固体とよく混ぜて加熱したところ，アンモニアが発生した。 

〔実験３〕 各物質の水溶液にフェノールフタレイン溶液を加えたところ，物質Ｃの水溶液はうすい赤色になり，

②物質Ｅの水溶液は物質Ｃの水溶液より濃い赤色になった。物質Ａ，物質Ｂ，物質Ｄの水溶液については

変化がなかった。 

問１ ５種類の物質のうち有機物はどれか。Ａ～Ｅから選んで，その記号を書け。 

問２ 下線部①の物質の名前を書け。また，アンモニアの集め方で最も適当なものを次のア～オから選んで，

その記号を書け。 

 ア イ ウ エ オ 

 

問３ 下線部②のようになる理由を水溶液の性質から書け。 

問４ 物質Ａと物質Ｃの名前をそれぞれ書け。 

 

問１  

問２  記号  

問３  

問４ 
物質Ａ  

物質Ｃ  

 

問１ Ｂ 

問２ 水酸化カルシウム  (水酸化ナトリウム) 記号 イ 

問３ 物質Ｅの水溶液の方がより強いアルカリ性だから 

問４ 
物質Ａ 塩化ナトリウム 

物質Ｃ 炭酸水素ナトリウム 
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問１ Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅは，順に塩化ナトリウム，砂糖，炭酸水素ナトリウム，塩化アンモニウム，炭酸ナトリウ

ムである。有機物を加熱すると，燃えて炭が残り，二酸化炭素が発生する。 
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【過去問 13】 

の図のように，アンモニア水，うすい水酸化ナトリウム
すい

水
よう

溶
えき

液，うすい塩酸，

食塩水が，それぞれ別々にビーカーＡ～Ｄのいずれかに入っている。これらの水溶

液をそれぞれ試験管に適量とり，そこにＢＴＢ液を数
てき

滴ずつ加え，色の変化を観察

した。下の表は，その結果をまとめたものである。また，ビーカーＡとビーカーＤ

の水溶液のにおいを手であおぐようにしてかぐと，ビーカーＤの水溶液は鼻をさす

ようなにおいがした。これについて，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2008 年度） 

 

表 

ビーカー Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ＢＴＢ液を加えたときの色 青色 黄色 緑色 青色 

問１ アンモニア水が入っているビーカーはどれか，最も適当なものを図のＡ～Ｄから１つ選び，その記号を

書きなさい。 

問２ ビーカーＡとビーカーＢの水溶液を適切な体積で混ぜ合わせてビーカーＥに水溶液をつくった。このビ

ーカーＥの水溶液を試験管に適量とり，そこにＢＴＢ液を数滴加えると，色は緑色であった。次に，ビー

カーＥの水溶液を
じょう

蒸
はつ

発
ざら

皿に少量とり，加熱して水を蒸発させると，蒸発皿に白い物質が残った。この白い

物質は何か，その名称を書きなさい。 

問３ 次の文中の，（ あ ），（ い ）に入る最も適当な言葉は何か，それぞれ書きなさい。 

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると，それぞれの性質をたがいに打ち消しあう反応が

起こる。この反応を（ あ ）という。また，この反応によってできる２つの物質のうち，水以外の物質を

一般に（ い ）という。 

 

問１  

問２  

問３ 
あ  

い  

 

問１ Ｄ 

問２ 塩化ナトリウム 

問３ 
あ 中和 

い 塩 

 

問１ アンモニア水は，鼻をさすような刺激臭がある。 

問２ 表より，ＡとＤはアルカリ性である。アルカリ性の水溶液は水酸化ナトリウム水溶液とアンモニア水である

が，Ｄがアンモニア水なので，Ａは水酸化ナトリウム水溶液である。Ｂは酸性の水溶液なので，うすい塩酸であ

る。水酸化ナトリウム水溶液とうすい塩酸を適切な体積で混ぜると，中和して塩化ナトリウム水溶液(食塩水)が

できる。 
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【過去問 14】 

Ｎさんは，食塩や砂糖やミョウバンのように色やようすが似ている物質に興味をもち，それらの性質等のち

がいを調べた。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2008 年度 後期） 

問１ Ｎさんは，食塩や砂糖やミョウバンの水へのとけ方のちがいを調べるため，次の実験を行った。 

【実験】 図Ⅰのように，60℃の水 100ｇがそれぞれ入ったビーカーを三つ用意し，

一つには食塩を，もう一つにはミョウバンを，残る一つには砂糖をそれぞれ 25

ｇずつ加えてよくかき混ぜたところ，三つの物質ともすべてとけた。そして，三

つの水溶液をそれぞれかき混ぜながら，水溶液の温度を 20℃に下げて，水溶液

のようすを観察した。表Ⅰは，100ｇの水にとける食塩とミョウバンの最大の質

量と水の温度との関係を示したものである。 
 

① 実験において，水溶液の温度が 20℃のとき，砂糖

をとかした水溶液から結晶は出ていなかった。次の

うち，水溶液の温度が 20℃のときの砂糖以外の二つ

の物質をとかした水溶液のようすを述べた文として

正しいものはどれか。一つ選び，記号を書きなさい。 

表Ⅰ 
    

温度 [℃] 0 20 40 60 

食塩 [ｇ] 35.7 35.8 36.3 37.1 

ミョウバン [ｇ] 5.7 11.4 23.8 57.4 

     

ア 食塩の水溶液からもミョウバンの水溶液からも結晶が出ていた。 

イ 食塩の水溶液からは結晶が出ていたが，ミョウバンの水溶液からは結晶が出ていなかった。 

ウ 食塩の水溶液からは結晶が出ていなかったが，ミョウバンの水溶液からは結晶が出ていた。 

エ 食塩の水溶液からもミョウバンの水溶液からも結晶が出ていなかった。 

② 水溶液で，とけている物質は溶質と呼ばれるのに対して，溶質をとかしている水は何と呼ばれるか。 

③ 食塩やミョウバンの水溶液からとけている物質を結晶としてとり出す場合，水溶液の温度を下げてとり

出す方法とは別の方法で結晶をとり出すことができる。その方法を簡潔に書きなさい。ただし，水溶液に

他の物質を加えたりはしないものとする。 

④ 図Ⅱのような器具を使って水溶液と結晶とを分離したい。 

(ⅰ) このような器具を使って行う分離の操作は何と呼ばれているか。 

(ⅱ) 結晶を含んだ水溶液をろ紙をとりつけたろうとに入れ，ろ紙でこ

した液をビーカーで受ける。次のうち，このときのガラス棒，ビー

カー，ろうとの使い方を表した図として，最も適しているものはど

れか。一つ選び，記号を書きなさい。 

 

  

問２ Ｎさんは，砂糖は有機物であり，食塩やミョウバンは無機物であることを知った。次のうち，砂糖と同

じように有機物である物質はどれか。すべて選び，記号を書きなさい。 

ア 石油 イ ロウ ウ アルミニウム エ プラスチック オ スチールウール(鉄) 
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問３ 次の文中の ① には入れるのに適する語を， ② ～ ④ には入れるのに適する化学式をそれぞれ

書きなさい。 

食塩は，主に岩塩や海水から得られる。また，食塩は塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜて起こる反応

によっても得られる。この反応は，塩酸の酸性と水酸化ナトリウム水溶液のアルカリ性がたがいの性質を打

ち消しあう反応で ① と呼ばれる。 

塩酸と水酸化ナトリウムのこの反応の化学反応式は ② ＋ ③ → ④ ＋Ｈ2Ｏと表される。 

 

問１ 

①   

②   

③  

④ (ⅰ)  (ⅱ)  

問２  

問３ 

①  

②  

③  

④  

 

問１ 

① ウ 

② 溶媒 

③ 水溶液の水分を蒸発させる。 

④ (ⅰ) ろ過 (ⅱ) ウ 

問２ ア  イ  エ 

問３ 

① 中和 

② ＨＣl 

③ ＮａＯＨ 

④ ＮａＣｌ 

 

問１ ① 20℃のとき，ミョウバンの溶解度は 25ｇより小さいので，結晶が出てくる。食塩の溶解度は 25ｇより大

きいので，結晶は出てこない。 

 ④ (ⅱ) ビーカー内の液体は，ガラス棒を伝わらせて入れる。ろうとのあしは，とがったほうをビーカーの壁につ

ける。 

問２ 有機物は炭素を含んでいて，燃えると二酸化炭素を発生する物質である。 

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

32 

【過去問 15】 

環境への影響が少ない発電方法として，燃料電池の実用化が始まっている。次の図は，燃料電池でモーター

を回して動くしくみになっている模型自動車の模式図である。この燃料電池では，模型自動車を動かすためのエ

ネルギーを，水素と酸素を反応させてとり出すことができる。この模型自動車が一直線上を運動しているようす

をビデオカメラで撮影し，0.1秒ごとの位置を調べた。位置を調べ始めてからの時間と，位置を調べ始めたとこ

ろからの距離を表にまとめた。その結果，模型自動車は一定の速さで運動していることがわかった。問１～問５

に答えなさい。 

（岡山県 2008 年度） 

表 
      

 

位置を調べ始めてからの時間

[秒] 
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

位置を調べ始めたところから

の距離[cm] 
0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 

       

問１ この燃料電池は，化石燃料を燃焼させてエネルギーをとり出す火力発電と比べて，環境への影響が少な

いといえる。この理由を説明した次の文の     に当てはまることばを書きなさい。 

化石燃料を燃焼させてエネルギーをとり出す火力発電と異なり，この燃料電池は水素と酸素だけを使

用してエネルギーをとり出すので，                    から。 

問２ この燃料電池において，水素と酸素がもっているエネルギーから，模型自動車の運動エネルギーへの移

り変わりを示したものとして最も適当なのは，⑴～⑷のうちではどれですか。 

⑴ 電気エネルギー → 化学エネルギー → 運動エネルギー 

⑵ 熱エネルギー → 化学エネルギー → 運動エネルギー 

⑶ 化学エネルギー → 電気エネルギー → 運動エネルギー 

⑷ 化学エネルギー → 熱エネルギー → 運動エネルギー 

問３ 表にまとめた結果を，位置を調べ始めてからの時間を横軸に，位置を調べ始めたところからの距離を縦

軸にとり，グラフに表しなさい。 

問４ 表に示した０秒から 0.5秒までの間の模型自動車の運動を何といいますか。 

問５ 表に示した０秒から 0.5秒までの間の模型自動車の速さとして最も適当なのは，⑴～⑷のうちではどれ

ですか。 

⑴ 0.05cm/秒 ⑵ 0.5cm/秒 ⑶ 2.0cm/秒 ⑷ 20cm/秒 
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問１  

問２  

問３ 

 

問４  

問５  

 

問１ 有害物質が発生しない 

問２ ⑶ 

問３ 

 

問４ 等速直線運動 

問５ ⑷ 

 

問１ 燃料電池から発生するのは，無害な水である。化石燃料を用いると，二酸化炭素や二酸化硫黄，窒素酸化物

などの有害物質が発生する。 

問２ 水素と酸素がもっているのは化学エネルギーである。水素と酸素が反応して化学エネルギーから電気エネル

ギーが取り出せる。電気エネルギーでモーターを回し，運動エネルギーに変えて模型自動車を走らせる。 

問３，４ 0.1秒ごとに 2.0cmずつ移動しているので，模型自動車は等速直線運動をしている。等速直線運動では，

時間と距離は比例する。 

問５ ｢速さ[cm/秒]＝距離[cm]÷時間[秒]」であるから，10[cm]÷0.5[秒]＝20[cm/秒]である。 
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【過去問 16】 

次の選択問題Ａ，選択問題Ｂのうち，どちらか１題を選択して答えなさい。 

（山口県 2008 年度） 

選択問題Ａ 

身近な材料で露点を測定するために，金属製のコップを用いて，次の実験を行った。下の問１，問２に答えな

さい。 

［実験］ 

① 金属製のコップの中にくみ置きの水を入れ，温度計を差し込み，しば

らくおいた後，水温をはかった。 

② 図１のように，氷を入れた大型試験管をコップの中に入れ，水温が平

均して下がるように大型試験管を静かに動かし続けた。 

③ しばらくすると，コップの表面に変化が起こり始めたので，そのとき

の水温をはかった。 
 

問１ [実験］の③において，コップの表面に変化が起こり始めたことで，コップの表面付近の空気は露点に達

したことがわかった。どのようなことが起こり始めたか。書きなさい。 

問２ 部屋Ｘと部屋Ｙで［実験］を行い，露点を測定したところ，部屋Ｘの露点は 12℃，部屋Ｙの露点は 18℃

であった。このときの部屋Ｘと部屋Ｙについて，わかることは何か。次の１～４から最も適切なものを選

び，記号で答えなさい。 

１ 部屋Ｘの方が部屋Ｙよりも１㎥あたりの水蒸気量が少ない。 

２ 部屋Ｘの方が部屋Ｙよりも１㎥あたりの水蒸気量が多い。 

３ 部屋Ｘの方が部屋Ｙよりも気温が低い。 

４ 部屋Ｘの方が部屋Ｙよりも気温が高い。 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

35 

選択問題Ｂ 

身近な材料で電池ができることを確かめるために，レモンを使って，次の実験を行った。下の問１，問２に答

えなさい。 

［実験］ 

① 銅板と亜鉛板を，半分に切ったレモンにさして，銅板を電圧計の＋端

子に，亜鉛板を電圧計の３Ｖの－端子に接続した。このとき，電圧計の

指針が図１のようになったことから，電池ができていることがわかっ

た。 

② ①でつくった電池１個を，電子オルゴールにつないだところ，音が小

さく，じゅうぶんに聞こえなかった。 

③ レモンを使った電池を２個用意し，直列につないだところ，電子オル

ゴールの音が大きくなり，はっきりと聞こえた。 

 

 

問１ 電子オルゴールは，＋端子から－端子に向かって電流を流すと，鳴らす

ことができる。［実験］の③のとき，導線をどのようにつないだか。図２の 

●（黒丸）を線で結んで回路を完成させなさい。 

問２ [実験］において，銅板と亜鉛板はそのまま用い，レモンの代わりに使う

と電池ができる液体はどれか。次の１～４から２つ選び，記号で答えなさ

い。 
 

１ うすい塩酸 ２ 蒸留水 ３ 砂糖水 ４ 食塩水 

 

選択 

問題Ａ 

問１  

問２  

選択 

問題Ｂ 

問１ 

 

問２  

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

36 

選択 

問題Ａ 

問１ コップの表面に水滴がつき始めたこと。 

問２ １ 

選択 

問題Ｂ 

問１ 

 

問２ １，４ 

 

選択問題Ａ 

問１ 空気の温度が露点に達すると，水蒸気が凝結して水滴に変わる。 

問２ 空気中の水蒸気量が少ないと，露点は低くなる。 

選択問題Ｂ 

問１ 図１より銅板は＋極，亜鉛板は－極であることがわかる。電池を直列につなぐとき，一方の電池の＋極とも

う一方の電池の－極をつなぐ。 

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

37 

【過去問 17】 

次の各問の答を，答の欄に記入せよ。 

（福岡県 2008 年度） 

問１ 水溶液と金属板（銅板と
あ

亜
えん

鉛板）を用いて，電気がとり出

せるかどうか調べるために，図のような装置を組み立てた。

次に，ビーカーにうすい塩酸を入れた後，導線と電子オルゴ

ールをつなぐと，電子オルゴールが鳴った。 
 

⑴ ビーカーにうすい塩酸を入れると，導線と電子オルゴールをつながなくても，
いっ

一
ぽう

方の金属板からは気体

が発生した。その金属板の名称と発生した気体の名称を書け。 

⑵ 下の  内のⅠ，Ⅱのように，金属板とビーカーに入れる水溶液をかえて，導線と電子オルゴールをつ

なぐと，Ⅰ，Ⅱとも電子オルゴールが鳴った。文中の①，②の（ ）内の語句から，それぞれ適切なもの

を選び，記号で答えよ。 

Ⅰ：銅板はかえずに，亜鉛板を①（ア アルミニウム板  イ 銅板）にかえて，ビーカーにうすい塩酸

を入れた。 

Ⅱ：銅板と亜鉛板はかえずに，ビーカーに②（ウ 砂糖水  エ 食塩水）を入れた。 

問２ 化石燃料は，エネルギー資源として大きな役割を果たしている。しかし，
ねん

燃
しょう

焼時に発生する気体が，環

境に悪影響をもたらすこともある。化石燃料の燃焼によって発生する気体のうちで，石灰水に通すと石灰

水を白くにごらせ，生物の呼吸によっても排出される気体の名称を書け。 

 

問１ 

⑴ 
金属板  

気体  

⑵ 
①  

②  

問２  

 

問１ 

⑴ 
金属板 亜鉛板 

気体 水素 

⑵ 
① ア 

② エ 

問２ 二酸化炭素 

 

問１ ⑴ うすい塩酸に亜鉛板を入れると，水素が発生する。うすい塩酸に銅板を入れても，気体は発生しない。 

 ⑵ うすい塩酸や食塩水など電流が流れる水溶液と，２種類の金属で電池をつくることができる。 

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2008 年度 

38 

【過去問 18】 

実験１，２について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2008 年度） 

【実験１】 メスシリンダーで水の体積をはかり，試験管に移した。この試験管を冷やしたところ，水は氷になっ

た。 

問１ メスシリンダーに水を入れて目盛りを読む時の注意点として誤っているものは，次のどれか。 

ア 机などの水平な台の上に置いて読む。 

イ 目の位置を液面と同じ高さにして読む。 

ウ 液面の最も低いところを読む。 

エ 目分量で１目盛りの
1

 2 まで読む。 

問２ 水が氷になるときの変化について，解答用紙の（  ）に適語を入れ，文を完成せよ。 

水が氷になると，体積は（  ）くなり，密度は（  ）くなる。 

【実験２】 試験管にうすい塩酸を入れ，ＢＴＢ溶液を２～３
てき

滴加える

と，溶液は黄色になった。これにマグネシウムリボンを入れたと

ころ，図のように気体が発生した。気体の発生が続いているとき，

これにうすい水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えていき，試

験管内の溶液の色と反応のようすを観察した。 

問３ 発生した気体の性質や
とく

特
ちょう

徴として正しいものは，次のどれか。 

ア 水に溶けにくく，物質を燃やすはたらきをもつ。 

イ 水に溶けやすく，その水溶液はアルカリ性を示す。 

ウ 水に溶けにくく，空気中で点火すると音を出して燃える。 

エ 水に溶けにくく，空気のおよそ８割を
し

占めている。  

問４ 水溶液が中性になったときの試験管内のようすについて，解答用紙の（  ）に適当な語句を入れ，文

を完成せよ。 

水溶液は（  ）色になり，気体は（          ）。 

問５ 塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を加えて中性にした。この中性の水溶液から水を
じょう

蒸
はつ

発させたときに残る

白い結
けっ

晶
しょう

の化学式を書け。 
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問１  

問２ 水が氷になると，体積は（        ）くなり，密度は（        ）くなる。 

問３  

問４ 水溶液は（     ）色になり，気体は（                        ）。 

問５  

 

問１ エ 

問２ 水が氷になると，体積は（大き）くなり，密度は（小さ）くなる。 

問３ ウ 

問４ 水溶液は（緑）色になり，気体は（発生しなくなる）。 

問５ ＮａＣｌ 

 

問１ 目分量で１目盛りの
1

 10 
まで読む。 

問２ 氷の密度は水より小さくなるので，氷は水に浮く。 

問３ うすい塩酸にマグネシウムリボンを入れると，水素が発生する。 

問４ 中性になったときの水溶液は，塩化ナトリウム水溶液である。塩化ナトリウム水溶液にマグネシウムリボン

を入れても気体は発生しない。 
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【過去問 19】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2008 年度） 

問１ 次の文は，環境問題とエネルギーの利用に関する優子と明雄の会話である。 

優子：最近，新聞やテレビで地球温暖化対策についての国際会議のことをよく話題にしているよね。地球の気

温が上昇しているのは，自動車の排ガスなどに含まれる二酸化炭素の増加も原因の一つなのでしょう。 

明雄：その通り。Ⓐ地球温暖化は，大気中の二酸化炭素の割合が年々上昇しているのが原因の一つだと言われ

ているね。だけど，二酸化炭素をたくさん出しているのは自動車だけじゃないよ。ぼくたちの生活にな

くてはならない電気エネルギーをつくるときにも，二酸化炭素は出ているよ。日本でつくられる電気エ

ネルギーの 60％くらいは，石油，石炭，天然ガスを燃やしてつくられているからね。これらの燃料は大

昔に生きていた生物からできたものだから， ① 燃料とも呼ばれているんだよ。 

優子：ふーん，そうか。じゃあ，節電することが地球温暖化の防止にもつながるわけね。ところで，火力発電

では，ものを燃やしたときに出る熱エネルギーを電気エネルギーに変えているんでしょう。エネルギー

は他のエネルギーに移り変わるんだよね。 

明雄：そうだよ。ものを燃やしたときに出る熱エネルギーも，もともとは物質のもつ ② エネルギーが変化

したものなんだ。 ② エネルギーを直接電気エネルギーとしてとり出すこともできるんだよ。実際に，

装置をつくって実験してみようよ。 

⑴  ① ， ② に適当なことばを入れなさい。 

⑵ 下線部Ⓐについて，大気中の二酸化炭素の割合が上昇すると地球が温暖化するのは，大気中の二酸化炭

素がどんなはたらきをするからか，書きなさい。 

⑶ 石油，石炭，天然ガスを燃やして二酸化炭素が発生するのは，石油，石炭，天然ガスにどんな原子が含

まれているからか。原子の記号で書きなさい。 

そこで，二人は，19 図のような装置をつく

り，電気エネルギーをとり出す実験を行った。

装置に電子オルゴールをつなぐと，メロディが

鳴った。明雄は，Ⓑ電子オルゴールを装置につ

なぐ前とつないだ後の水溶液中の金属板の表

面のようすを，観察ノートに記録した。 
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⑷ 下線部Ⓑについて，電子オルゴールをつ

なぐ前とつないだ後で，明雄が記録したと

考えられることを，それぞれ一つずつ書き

なさい。 

次に，19 図の装置の金属板の組み合わせと

水溶液を，20表のようにかえて，電気エネルギ

ーがとり出せるかどうかを電圧計で調べた。 

20表   

 金属板の組み合わせ 水溶液 

ア 鉄と銅 食塩水 

イ 銅と銅 食塩水 

ウ 亜鉛と銅 砂糖水 

エ アルミニウムと鉄 砂糖水 

オ アルミニウムと銅 レモン果汁 

   

⑸ 電気エネルギーがとり出せるものを 20表のア～オから二つ選び，記号で答えなさい。 

問２ 優子は，理科の授業で，マグネシウムと酸素の反応について調べる実験を行った。 

まず，薄い板状のマグネシウムをガスバーナーで直接加

熱したところ，21図のように，マグネシウムは強い光を出

しながら燃えた。 

⑴ 物質が酸素と化合することを ① といい，この実験の

ように，熱や光をはげしく出しながら ① が進むこと

を，特に燃焼という。また，マグネシウムと酸素が化合し

てできた物質の化学式は ② である。 

 ① には適当な語を， ② には適当な化学式を入

れなさい。  

次に，細かくけずったマグネシウム 1.2ｇをステン

レス皿に入れ，ガスバーナーで加熱する実験を，Ａ～

Ｄの４つの班でそれぞれ行った。22図は，加熱のよう

すを示したものである。 

加熱後じゅうぶん冷えてから，ステンレス皿の中の

物質の質量をはかった。23表は，その結果を示したも

のである。 

 
23表     

 Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班 

加熱後の物質の質量〔ｇ〕 1.9 1.4 2.0 1.8 

優子のいるＣ班では，実験後のステンレス皿の中の物質のようすを観察すると，すべて光沢のない物質に変

化しているように見えた。 

さらに，この物質を使って，ある実験を行ったところ，マグネシウムはすべて酸素と化合していることがわ
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かった。 

⑵ 下線部について，Ｃ班は，どんな実験で何を確かめたから，マグネシウムがすべて酸素と化合しているこ

とがわかったのか。行った実験と確かめたことを書きなさい。 

⑶ Ｃ班の実験では，マグネシウムは何ｇの酸素と化合したか，求めなさい。 

⑷ Ｄ班の実験では，マグネシウムと酸素の化合物は何ｇできたか，求めなさい。 

 

問１ 

⑴ 
①  

②  

⑵  

⑶  

⑷ 

つなぐ前： 

 

つないだ後： 

  

⑸  

問２ 

⑴ 
①  

②  

⑵  

⑶   ｇ 

⑷   ｇ 
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問１ 

⑴ 
① 化石 

② 化学 

⑵ 地球から宇宙への熱の流れを妨げるはたらきをするから。 

⑶ Ｃ 

⑷ 

つなぐ前：例 

亜鉛板だけ表面から気体が発生した。 

つないだ後：例 

銅板の表面からも気体が発生し始めた。 

⑸ ア と オ 

問２ 

⑴ 
① 酸化 

② ＭｇＯ 

⑵ 
例 

再度加熱して，質量が増えないことを確かめた。 

⑶ 0.8 ｇ 

⑷ 1.5 ｇ 

 

問１ ⑷ うすい塩酸に亜鉛板を入れると，亜鉛がとけて水素が発生する。電池をつくって電流が流れると，銅板の

表面から水素が発生する。 

 ⑸ 食塩水やレモン果汁などの電流が流れる水溶液と，２種類の異なる金属を用いて電池をつくることができる。 

問２ ⑶ 化合した酸素の質量は，2.0[ｇ]－1.2[ｇ]＝0.8[ｇ]である。 

 ⑷ Ｃ班の実験より，酸化マグネシウムと酸素の質量の比は 2.0：0.8＝5：2である。Ｄ班の実験で，化合した酸

素の質量は 1.8[ｇ]－1.2[ｇ]＝0.6[ｇ]であるから，酸化マグネシウムが xｇできたとすると，5：2＝ x：0.6，

x＝1.5[ｇ]である。 
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【過去問 20】 

うすい水酸化ナトリウム水溶液に，うすい塩酸を混ぜて中和させ，何ができるかを調べるために，次のよう

な実験を行った。下の問１～問４の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2008 年度） 

〔実験〕 

① 図Ⅰのように，うすい水酸化ナトリウム水溶液 10cm3 をビーカーにと

り，ａ指示薬を２，３滴加え，水溶液を赤色にした。 

② ①の水溶液の入ったビーカーに，図Ⅱのように，うすい塩酸を少しず

つ加えガラス棒でよく混ぜ，ｂ水溶液の色が変化したとき，加えるのを

やめた。 

 

 

③ ②の水溶液の一部を蒸発皿にとり，ガスバーナーで加熱し，水分がわ

ずかに残っている状態で加熱をやめた。その後，蒸発皿に残った物質を

スライドガラスにとり，双眼実体顕微鏡で観察した結果，図Ⅲのような

結晶が見えた。 

問１ 下線部ａについて，最も適切な指示薬は何ですか。 

問２ 下線部ｂについて，水溶液の色はどのように変化するか。簡潔に書きなさい。 

問３ 図ⅡのＡに入る最も適切な図はどれか。次のア～エから１つ選び，記

号で答えなさい。 

 

 

問４ 次の文は，実験をもとにまとめたものである。 ア に最も適切な言葉を入れなさい。また， 

 イ に入る物質を化学式で書きなさい。 

〔まとめ〕 

いっぱんに，酸とアルカリが，たがいの性質を ア 変化を中和といい，このとき
えん

塩ができる。

この実験では，塩酸と水酸化ナトリウム水溶液が中和し，図Ⅲのような
えん

塩の一種である イ がで

きた。 
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問１  

問２  

問３  

問４ 
ア   

イ 化学式  

 

問１ フェノールフタレイン液 

問２ 色が消える（無色になる） 

問３ ウ 

問４ 
ア 打ち消しあう 

イ 化学式    ＮａＣｌ 

 

問１ 水酸化ナトリウム水溶液はアルカリ性である。アルカリ性のとき赤くなる指示薬は，フェノールフタレイン

液である。 

問２ フェノールフタレイン液は，中性と酸性のとき無色透明である。 

問４ 塩化ナトリウムの結晶は，立方体の形である。 

 

 


